
BLACKANT人体テスト結果整理 

 

■ 筋肉力学(Myodynamia)テスト 

1) 3名テスト実験者（甲·乙·丙）をテストする。 

2) 筋肉力テストをする機械を使用 

3) 膝サポーター着用前と着用後のテスト数値を比較する 

4) 月曜日（力量/耐力/筋力低下)  

5) 水曜日(力量/耐力/筋力低下) 

6) 土曜日(耐力/筋力低下) 

7) このように2週間繰り返して数値を選ぶ。 

▲ テスト結果: 

1)製品着用後Myodynamia(筋肉力)が上昇することが確認できる。。 

 

 

2)テスト製品  BLACKANT(ベスト/半ズボン)を着用する時、 

筋肉力が下がる数値が遅延させるかを確認 

3)テスト前とテスト後のIsokineticaveragework240º/sの数値はBLACKANT服を着る時の

筋肉疲労前>正常運動服筋肉疲労前>BLACKANT服を着る時の筋肉疲労後>正常運動

服筋肉疲労後を比較する数値である。 

4)テスト結果:  

製品を入れた時、筋肉力が落ちる数値を遅延させる効果を数値で確認 

数値がはっきりと現れる. 

 

 

■ 耐疲労性: 

Surfaceelectromyography(MFRRMS)結果中(MF)表現:BLACKANT服 

(ベスト/半ズボン)を着る時筋肉疲労前>正常運動服筋肉疲労前>BLACKANT服を 

着る時筋肉疲労後>正常運動服筋肉疲労後, 明確に数値の差があることを確認 



 

▲ テスト説明: 

RMSとMFの結果とMyodynamiaの結果がほぼ一致する。  

すなわち、内疲労性に作用が良い。 

 

1) 腕用サポーター 

 

 

2膝サポーター 

 

 

結果）下肢安定性: 

下肢安定性に作用に効果が高い。 

 

 

     ▲ 平行ボールに立って目を閉じて片足で立っている時間をテストする。 

 

結果）肘の安定性 

安定性を高めるのに効果がある。 膝関節と同じだ。  

 

■ 血液数値   

1) 運動項目を計画的に決定する。 (長距離走1時間、サッカー試合90分、綱渡り30分) 

2) 製品を着る前に血液数値と>一般運動服を着て運動後の血液数値>製品を着て 

(ベスト/半ズボン)運動後  

3) すべての指の血を抜く時間は運動後の翌日の朝、空腹時に血液募集 



4) このようなテストは計2ヵ月かかる。 1週間に1回式テストをして休憩時間を持つ。  

 

  

 
 

 

ランニングデイタ 

 


